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「愛には偽りがあってはなりません。互いに兄弟愛をもって

心から愛し、競って尊敬し合いなさい。喜ぶ者とともに喜び、

泣く者とともに泣きなさい。」　　　　　　　（ロマ 12,9-16） 12.2022   No.34

　年に一度、例年 9 月の二学期直前の 1 日を使って、
暁星学園教職員研修会が行われます。本年度も 9 月 5
日に講堂で幼少中高の教員・職員が一堂に会して、我々
がよって立つところの教育理念についての認識を改め
て共有する時間を有するともに、日々更新されていく
教育に関する知見を深める機縁とするべく研修会を実
施いたしました。
　学園理事長による本校の課題、及びこれから進むべ
き道についての講話に続き、青木神父様による本校の
建学の礎であるカトリックの考え方とそれに基づいて
なされるべき教育の姿についての講話を共有しまし
た。またランダムにグループ分けされた参加者が、協
働して一つの課題に取り組むなどのワーキングも行い
ました。持ち場を異にする人たちとも、同じ学園を担

う同僚として、このよう
な場で交流を深め、それ
を契機としてより大きな
枠組みで、それぞれの役
割を再確認する経験を持
つことができました。
　とかく日々の業務に追
われてしまいがちな私たちにとって、年に一度でも、
今我々が立っている地点と、我々が通ってきた来し方
及び辿り着きたい行く末とについて思いを馳せる営み
は、非常に大切な時間となりました。社会は日々刻々
と更新されていきます。新しい葡萄酒を潤沢に湛えら
れるよう、私たちも歩み続けなければと決意を新たに
しました。

　125 周年記念事業第Ⅱ期工事フェーズ１として、本
年 8 月、「聖堂修道院棟」の引き渡しを受けました。
このことは 3 ページで述べることとしまして、今後の
工事について説明します。
　この記事が発行される頃には、プールに構台がかか
り解体用の重機材が設置されているはずです。プール
方向から、その重機材を使用して旧聖堂と修道院を解
体（減築）していきます。その後には、部室や家庭科（調
理）教室などが整備されていきます。この間、一部部
室の移動や臨時通路の設置など、来年度末まで不自由
な期間が続きますが、ご理解のほどお願い致します。
　ところで、この創立 125 周年記念事業を広く周知
するため、暁星学園 HP の一部に「125 周年記念事業　
近況報告」を 2014 年 4 月に立ち上げました。そして、
この記念事業が具体化し始めた 2016 年 6 月からは写
真も沿えながら毎月アップを行うように致しました。
皆さまの一層のご理解が進むよう、ご支援の心の琴線

に響きますようにとの願いでした。
　今からでもすぐに暁星学園 HP をご覧いただきます
と、この 125 周年記念事業の歩みの歴史が全てご確
認できます。是非このＨＰをご覧頂きながら、本事業
終了までより一層の応援を頂ければと思います。写真
は、人工芝整備を終えた上グランドと新聖堂です。

125 周年記念事業準備室からのお知らせ

教職員研修会
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教室から

　10 月 16 日（日）は、お天気にも恵まれ、中高の下グ
ラウンドにて幼稚園の運動会を行いました。
　年長児は毎年リレーに取り組みます。走るコース、順
番、バトンの受け渡しなどルールや約束を確認し練習に
励んできました。練習では、毎回順位が変わるため、運
動会当日も適度な緊張感を持ちながら全力で走り切る姿
が見られました。抜かれてもあきらめない様子や転んで
も頑張る姿が印象的でした。家族の温かい見守りや応援
もあって、子ども達のはりきる様子や嬉しい気持ちであ
ふれていました。運動会の行事を通して友だち同士の信
頼関係も深まりました。
　年少児の「星の子忍者」は、担任が遊びの時間を通し
て様々な活動から発展させた集大成でした。個々の手裏
剣のポーズがきまっていたのは、実際に子どもたちが思
い思いに製作して楽しく遊んでいた表現活動があったか
らです。表情にも自信が見られました。
　コロナ禍の運動会において、種目を厳選しましたが、
昨年にはなかったプログラムに「年少・年長のペアダン

ス」がありました。年長児のリードや年少児のまなざし
が印象に残っています。
　神様の祝福のもとで行われた「運動会」行事は、家族
にとってもハレの日となりました。沢山の頑張りと自信
は、これからの更なる力となることでしょう。一つ一つ
を頑張る力や友だちを思いやる心が、確かに育んでいる
のを保護者との皆さまと一緒に感じた一日でした。

　6 月の清々しい風が吹き抜ける暁星中学高等学校の下
グランドに、久しぶりに運動会の歓声が戻ってきました。
数年前に上のグランドで全校生徒の雄叫びが響き渡って
いたのと比べると幾分規模は小さいものの、当たり前の
ことが当たり前にできなくなった日々を経験している分
だけ、その抑制された歓声にこそ、静かではあるが、多
くの感慨を含んでいたものであったはずです。殊に高校
3 年生にとっては、昨年度のエトワール祭が実施不可と
なり、燃やし切れない想いをどこかに置いたままとなっ
ていました。この学舎での最後の学年として迎えたこの
6 月に、ささやかながら運動会が実施できたことは、他
学年は勿論ですが、そんな彼らによって何よりであった
と、私たち教職員も胸をなでおろしています。
　3 年ぶりの開催。これは 4 月に校長に着任した高田神
父様を始め、ここ何年かで着任された先生方、または中
学生以下の在校生にとっては初めての暁星での運動会で
あるということを意味します。密を避けるために、学年
ごとの分散開催となりました。また、保護者の方々の参
観は今回は見送りました。まだまだやり残していること
は多々ありますが、今年運動会が実施できたがために、

バトンは繋がった
と思っています。
バトンを託された
人は、やはり走り
続けなければなり
ません。必ずその
バトンを待ってい
る人はいるはずだ
から。

　今年度も３部分散型での開催となりました。１部に３，
４年生、２部に１，２年生、３部に５，６年生です。朝か
ら曇り空で少し小雨が降るときもありましたが、途中日
が差すこともあり、過ごしやすい気候で実施することが
出来ました。夏に張り替え工事をした新しいグラウンド
も見栄えが良く、何より図工科が製作した児童の絵を繋
げた万国旗が立派に掲げられ、気持ちよく運動会を迎え
られたと思います。
　今回はすべてのプログラムを通して６年生が係活動や
応援に参加する形を取りました。事前準備や応援団の活
動など、自分たちのことだけではなく、行事を盛り上げ
るために精力的に動いてくれたと思います。
  学年種目、徒競走、リレーなどの種目については、子
供達はよく力を発揮してくれたと思います。優勝を目指
して真剣に取り組む姿は、見ていて気持ちの良いもので
す。勝ったときの笑顔や負けたときの涙は、力を出し切っ
たという達成感を感じられるものでした。

運動会 ― 中高校 ― 小学校運動会－ 6 年生に支えられて－

幼稚園の運動会
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　「聖堂修道院棟」（第Ⅱ期工事フェーズ 1）の引き
渡し後、必要な新規備品等の搬入と設置、旧聖堂等
から引き続き使用する備品等の移設と設置などを行
ったのち、残置物品の処分なども行いました。その
結果、この新聖堂は、9 月から生徒たちも逐次使用
ができるようになり、10 月のエトワール祭では一
般にも広く公開され好評を博すことができました。
　この聖堂修道院棟は、学園聖堂と、暁星ミッショ
ンセンター（略称「GMC」）として学園の宗教活動
等に活用する区画、そして純粋に暁星修道院として
の区画に分かれることになります。
　写真は、聖堂正面を１階入口から写したものです。
正面の十字架は新しく作成しましたが、左右のマリ
ア像とヨゼフ像は旧聖堂のものをメンテナンスした
のちに移設しました。また、側面にありますのは道
行の絵です。こちらもそのまま移設しました。
　祭壇についてです。旧聖堂の大理石製のものは、
重量がありすぎて移設が困難でした。このためこれ
をスライスして貼り付けるという形で、完全に復元
することができました。この祭壇ですが、正面の壁
際まで移動することができます。そうしますと、広
い舞台のようにもなり、聖歌隊の発表などでの使用
も期待されています。この他、空調については新講
堂と同様に床からの吹き出し方式となっているほ
か、映像投影用の大画面も備えた近代的な聖堂とな
っています。

新聖堂完成 ～新たな祈りの場～

学園を支える力

1 月
4 月

2 月
5 月

7 月
3 月

6 月

幼稚園
幼稚園

・始業式

・保護者会

・福者シャミナード記念日

・学級懇談会（年少）

・観劇会

・始業式／入園式

・保護者会

・復活祭の集い

・誕生会

・豆まき

・保護者会（年少）

・親子劇遊びの日

・星の子なかよしの日

・星の子お楽しみの日

・マリア祭

・学級懇談会

・避難訓練

・誕生会

・保護者会

・交通安全指導

・終業式

・保護者会

・ひなまつり会

・修了を祝う会

・修了式／卒園式

・幼稚園説明会

・ファミリーデー

・誕生会

小学校
小学校

・始業式

・漢字検定（1，6 年）

・保護者会

・シャミナード・デー

・始業式／入学式

・保護者会

・校外学習

・イースターデー

・参観日

・修学旅行（6 年）

・校外学習（１～ 5 年）

・那須合宿

・終業式

・水泳実習（3，4，5，6 年）

・夏期合宿

・サッカー大会

・6 年生を送る会

・感謝ミサ／修了式

・卒業式

・参観日

・那須合宿

・日私小連教員研修会

中学・高等学校
中学・高等学校

・始業式

・校内実力テスト（中1～高2）

・学年ミサ（高 2）

・福者シャミナード記念日

・保護者会

・始業式／入学式

・オリエンテーション（中１）

・校内実力テスト（中2～高2）

・保護者会

・校外活動

・中学入学試験

・初金

・生徒会行事

・学年ミサ（高３）

・中間試験

・期末試験

・終業式

・英 ･ 仏 語学研修（高１）

・学年末試験

・高校卒業ミサ、卒業式

・中学卒業式

・終了式

・教科書配布

・運動会

・修学旅行（高２）

・学年ミサ（中３）

3
学
期

1
学
期

2023 年 1 月～ 2023 年７月

※なお、4 月～ 7 月は未確定です。今後の状況で変更の可能性があります。

さま
　ざま

　まだご覧になっていない方は、是非一度、この新
聖堂に足を運んでいただき、1 階からそして 2 階か
ら、この光が溢れる聖堂で祈りを捧げてみて下さい。
　ところで、この聖堂及び GMC 入口から入ります
と右側に棟内の案内板があります。この案内板には
案内板の製作のためにご支援を頂いた卒業生一同の
名を記してあります。2023 年卒業生一同（まだ卒
業前ですが）及び 2022 年卒業生一同です。実は多
目的棟（マリア館）の 3 階の案内板には 2021 年卒
業生一同、そして 2 階の案内板には 2020 年卒業生
一同、1 階の案内板には 2019 年卒業生一同が。ま
た講堂ホワイエの寄付者銘板には、2015 年卒業生
一同から 2019 年卒業生一同までが同じく記されて
います。この場をお借りしまして、ご紹介と改めて
のお礼を申し上げます。
　工事は来年度末まで続きますので、ご理解のほど
よろしくお願い致します。



出来事
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　幼稚園募集の出願が Web 化されて２年目を迎え、幼稚園説明会も 6 月と 9 月に内容を分けて行いました。
　６月 8 日の 1 回目は、暁星幼稚園設立当初から謳われている「幼稚園は、カトリックマリア会（男子修道会）によ
って設立され、暁星学園の教育活動に一貫して取り組まれた学校教育法に基づく幼児教育のための学校」ということ
を広く知ってもらうことを目的としています。具体的には、遊びを通して学びが行われている画像をご覧いただきな
がら、パンフレットで確認してもらえるように準備をしました。幼稚園
の教育活動を知って頂くことから、参加者は、令和 5 年度生募集に該当
する保護者に限らずとし、ただし各家庭 1 名としましたが、学園講堂に
は予想以上の約 400 名が来場されました。
　９月７に行った 2 回目は、名称を「入試説明会」とし、今年度受験の
保護者を対象に説明会を行いました。特異なものとして、今年で 2 回目
ですが、個別試験の前に毎週末等を使用して園長面接を行っていると説
明致しました。一人の目で全員をじっくりと見るためです。
　保育の現場は、保護者も神様によって招かれている場所であり、幼稚
園説明会を通じて、良き出会いがあることを願っているところです。

幼稚園説明会

　今年度の学校説明会は、コロナ感染症対策とし
てオンライン・対面（午前午後分散）と、それぞ
れ内容を分け二部制として実施致しました。
　第一部は、7 月 31 日～ 8 月 7 日までオンライ
ンでの動画配信として、暁星学園の歴史や学校生
活の紹介を「学校長」及び「スクールチャプレン」
からしていただき、学園の概要をまとめた 20 分程
度の DVD を視聴してもらいました。
　第二部は、8 月 27 日学園講堂にて、対面式で、
入試説明会として実施致しました。主な内容は、
在校生（6 年生）からの「自分が暁星小学校に入学
して」をテーマとした作文発表、願書等提出書類
記入に関する諸注意、全体での質疑、個別での質
疑応答を行いました。個別説明会は、初めての試
みでしたが、大盛況で、複数名の教職員が壇上で、
一人一人の受験生の保護者からの質問に予定時刻
一杯まで答えていました。また、参加して下さっ
た方々にとつて、在校生が作文の中で自らの成長
の理由に挙げた「いつも友達が支えてくれた」「日
本一優しい男の子の集団だ」のメッセージは、特
に印象に残ったようです。今年度初めて二部制と

した学校説明会です
が、例年以上の入学
志願者に恵まれたこ
とで、受験生の保護
者にとって有意義な
会になっていたので
はと、嬉しく思って
います。

　10 月１日・２日には正門に建てられたアーチの下を、３
年ぶりに外部の来校者の方々に通って頂くことができまし
た。会場前から列ができる様子を見ていて、これだけ多くの
方々に期待され、または楽しみにされていることを、秋の晴
天の青空を背景にそびえるアーチを見ながら改めて知ること
ができました。
　感染症による学習活動の縮小は数年にわたり、大人には分
からないほどの影響を、当該の世代は受けたはずです。運動
会、文化祭などの学校行事の規模の縮小も、全員で黙って食
事をとる光景も、もはや普通のこととなってしまいました。
　それでも、かつての中高生がそうであったように、目には
見えない財産を得ることができる機会である多くの学校行事
が、そのまま消えていってしまっていいはずはありません。
そのことを恐らく無意識ながら感じているであろう委員を中
心とした生徒たちの力強い姿が、今できることをやりきるこ
との大切さと尊さを体現してくれました。完成した作品の完
成度が思うようにいかなくても、演奏で失敗したとしても、
友人たちと進め方に関して意見を異にして、時に気まずくな
ったとしても。理想とするところまで一つ一つの小石を積み
重ねていく過程には意味があることを、文字通り生徒たちが
示してくれました。
　目には見えないものにこそ、
大いなる意味が宿ることを今
一度、私たち大人が再認識す
る必要があることを教えてく
れた秋の一日となりました。

 学校・入試説明会（小学校）エトワール祭



Annonce.......................................................

　学園の周りは、空前の工事ラッシュとなっています。各工事等に対しては、学園として所要の要望や調整を行い、
静謐な教育環境の維持や安全管理の徹底などを要望していますので、主なものをご紹介いたします。
　先ずは、旧グランドパレスです。2023 年６月末まで、三菱地所（竹中工務店）により解体工事を実施中です。
解体後の計画は明らかにしていませんが、ホテルではないとの情報は入手しています。この解体工事後にはすぐに
建設工事が始まるはずで、引き続き注視していきます。
　次に、正門前の旧日絹会館です。2022 年 11 月末まで、日本エスコン（福田組）による地上 12 階建ての新オフ
ィスビルの新築工事です。この学園報がお手元に届く際には、完成して入居作業が始まる頃になるかと思います。
学園側窓の目隠しフィルム化や出入りする車両等の局限化安全化など、必要な要望を行い施工されたものとなって
います。
　そして、小学校横の旧坂野邸です。2025 年 3 月末まで、東急不動産（東急建設）によるマンション新築工事です。
こちらは地上 18 階建てのほか地下駐車場及び駐輪場も設置されたものとなります。後援会や同窓会のお力を借り
ながら調整を繰り返し、必要な要望を一定程度取り入れたものとなっています。しかしながら、建築工事はいまし
ばらく続きますので、小学校の行事等への影響を含め、密接に調整を行なっていきます。
　最後に、飯田橋駅東側一帯の大規模な再開発工事です。駅の東口と西口を結んだラインから東京大神宮までとい
う広範囲なものです。令和 5 年度から解体工事が逐次始まり、令和 9 年度に竣工となります。これにより飯田橋駅
東側界隈は、小規模敷地低層から大規模敷地高層の街並みへと変化していくとのことです。こちらにつきましても、
学園への影響を含めて情報を収集していきます。
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お知らせ

　「暁星学園奨学金制度」（令和 3 年 4 月 1 日施行）は以下の通りです。
　コロナの影響を踏まえ、学園奨学金の適用は、引き続き可能な限り柔軟に行うようにしております。「暁星学園後
援会奨学金」も同様に、より柔軟に対応したいとのことです。両奨学金とも、先ずは学園事務局にご相談ください。

奨学金制度についてのお知らせ

（各規定を抜粋）

暁 星 学 園 奨
学 金 規 定

暁星学園後援
会奨学金規定

保護者の死亡、廃疾、倒
産または破産あるいは災
害等止むを得ない事由に
よって経済上、学費補助
を要する者

生徒、児童、また
は園児の学費負担
者

学 納 金 を 収 納 頂
き、速やかに授業
料及び維持費分を
支給

1 ヶ年とするが、
高校・中学・小学
校・幼稚園のそれ
ぞれの間におい
てのみ継続も可

原則返還義務
なし

原則返還義務
なし

毎 年 4 月 1 日 ～
20 日に申請。継
続して希望する場
合は学年末までに
申請

家計支持者の死亡、経済
的困窮等により学業を継
続することが困難になっ
た時

生徒、児童、また
は園児

月額 2 万円
3 ヶ月分ずつ支給

1 ヶ年とするが、
継続も可

申請に基づき毎年
度 3 学期に選考

制　　度 要　　件 対　　象 返 還 要 否支 給 額 支 給 期 間 出 願 時 期

　いつもご利用を頂きましてありがとうございます。
　本年４月に価格改定をさせて頂きましたが、一部の商品と４月に見送った商
品について改めて価格改定をさせて頂く事になりましたのでご連絡させていた
だきます。
　詳細は、弊社発行の書類で全生徒様に配布致します。今回、暁星学園様と協
議の上、価格改定をさせて頂きます。
　何卒よろしくお願い申し上げます。

【改定時期】
　2023 年１月１日より新価格で販売を開始致します。

【改定要領】
　12 月末までは旧価格（予約受注も含む）。その後、新価格での対応させて頂きます。
　来年度の新入生は、新価格対応となります。
　三越伊勢丹購買部　TEL　０３－３２６１ー１２２７

三越伊勢丹購買部より価格改定のお知らせ

近隣工事の状況について
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　「新型コロナウイルス」の対応に日々明け暮れて、3 年もの長期間になってしまいましたが、学園の皆様のご苦労はいかば
かりかと拝察いたします。
　125 周年記念事業 “ 新聖堂完成と暁星修道院新築移転 ” おめでとうございます。過日、柿山理事長にご案内いただき、詳し
くご説明を受け、たいへん感銘いたしました。新聖堂は学園のシンボルであり、創立以来の伝統、精神的な支柱が見事に体現
されており、第 1 次・第 2 次各時代の聖堂の貴重な遺産が随所に承継されております。また素晴らしいモダンな最新建築のも
とで、祭壇に向かってのスロープ、エレベーターのある 2 階座席、大きな窓からの採光など、人と自然にやさしい配慮も感じ
ました。今後、重要な学園施設として、皆様の新しい息吹が育まれて、ここでも新たな歴史が作られていくことと思います。

　さて、同窓会も、3 年振りに “ 定時総会・追悼ミサ ” を対面で開催できました。“ 追悼ミサ ” も昨年に続き、髙田神父様に司
式をお願いいたしました。感染防止諸対策下の限られた時間ではありましたが、久し振りに来校された同窓生も多く、様変わ
りになりつつある “ 新キャンパス ” なども注目の的となりました。
　“ エトワール祭 ” では、ご提供いただいた会場で “ 同窓会活動の紹介 ” を展示しました。新たな試みでしたが、保護者の皆様、
受験関係者にも熱心にご覧いただきました。
　“ 高校 2 年生の職業体験学習 ” へのご協力ですが、本年は研修先 24 団体、全てが訪問実施となり、コロナ前に戻りつつあ
ります。事前指導では、若手の現役同窓生のご協力もいただき、お蔭様で “ 新旧世代間の交流 ” のよい事例となりました。　

　“ コロナ禍 ” での諸活動を通じて、リモート化が進展する一方で、“ 対面交流の重要性 ” を改めて痛感いたします。現在、相
手とはリモートで簡単に意思疎通はできますが、これまで可能であった、人と人との直接的交流を通じて得られていたもの、
例えば、相手の細やかな表情を見て取って、相手の意思を尊重しつつ、人間関係を模索し、新たな発見もするなど、また集団
の場では、相互の自己啓発や人間関係の輪を拡大する機会など、この間に失われつつある “ 常態 ” を再び取り戻す努力も常に
必要と思います。IT ツールにより、情報検索は便利になりましたが、眼前の情報の全てを鵜呑みにせず、自らの判断で取捨選
択することも一層大切です。かつての手法になったかもしれませんが、自らの考えに基づいて情報収集し、調査、記憶し、そ
れをまとめて手帳などに整理するなど、各自がいろいろ工夫し編み出してきたアナログ的情報管理手法も未だに価値あるもの
ではないでしょうか。

　コロナの感染状況も、今後第 8 波の恐れも、たえず指摘されております。
　どうか皆様が、ご健康に留意されて、日常生活が一日も早く完全に常態化しますよう、心からお祈り申し上げます。

暁星学園同窓会　会長　横 山　悠 喜
―「コロナの先にみえるものⅢ」―

定時総会 追悼ミサ エトワール祭


